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判例の分析 

• 10年間の裁判33
例の検討 

• 絞扼性イレウス 

• 胆嚢炎胆管炎 

• 急性膵炎 

• 虫垂炎 

 



消化器外科８大手術 

 



年度別緊急手術総数 
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平成25年度緊急手術疾患内訳 

１位 虫垂炎で約40％ 
２位 腸閉塞 
３位 消化管穿孔 
４位 胆嚢炎 

やはり虫垂炎は多い！！ 

虫垂炎 

腸閉塞 

消化管穿孔 

胆嚢炎 

ヘルニア 

膵炎 

膿瘍 

その他 



結構敗訴している 



各診療ステップ毎の病院敗訴数 

検査・診断 6 

手術タイミング 3 

処置 6 

手術手技 5 

術後管理 5 



検査診断+手術タイミング 
敗訴数 

胆石胆嚢炎 0/5 

急性膵炎 1/6 

絞扼性イレウス 8/13 

虫垂炎 0/6 



絞扼性イレウス 



絞扼 

絞 

紐状のもので首を絞める 

扼 

手で首を絞める 



絞扼 

腸が絞扼されると虚血阻血する この時強い
痛みが出る 

 

痛み止めが効きにくい 

 

臓器虚血は痛い 例 狭心症心筋梗塞虚血肢 

 



絞扼性イレウス 

絞扼程度が強ければ強いほど 

阻血による痛みが強い 

 

腹部理学所見に異常がなくても可能
性を否定できない 



Closed loop サイン 



絞扼性イレウスの機序分類 

１腸管係蹄の絞扼  

    狭義の絞扼性イレウス 

 

 

2 腸重積 

3 腸管軸捻転 

4 ヘルニア嵌頓 

  
 



絞扼性イレウスの機序分類 

１腸管係蹄の絞扼  

    狭義の絞扼性イレウス 

2 腸重積 

3 腸管軸捻転 

4 ヘルニア嵌頓 

  
 



既往手術による索状物 

絞 



最近の自験例 









–Johnny Appleseed 

“ここに引用を入力してください。” 



–Johnny Appleseed 

“ここに引用を入力してください。” 



絞扼性イレウスの機序分類 

１腸管係蹄の絞扼  

    狭義の絞扼性イレウス 

2 腸重積 

3 腸管軸捻転 

4 ヘルニア嵌頓 

  
 



腸重積 大腸癌が先進 



絞扼性イレウスの機序分類 

１腸管係蹄の絞扼  

    狭義の絞扼性イレウス 

2 腸重積 

3 腸管軸捻転 

4 ヘルニア嵌頓 

  
 



絞扼性イレウスの機序分類 

１腸管係蹄の絞扼  

    狭義の絞扼性イレウス 

2 腸重積 

3 腸管軸捻転 

4 内・外ヘルニア嵌頓 

  
 



鼡径ヘルニア陥頓 



早急な手術準備するも 
手術時には発症後6時間経
過していた。。。 



内（鎌状間膜）ヘルニア陥頓 



内（大網裂孔ヘルニア）陥頓 



なぜか内科医が見落とす閉鎖孔ヘルニア 



手術適応 

絞扼性イレウスと診断したら 

即、手術 



虫垂穿孔 



虫垂炎 

虫垂炎では検査手術タイミングでは敗訴なし 



アッペとWall Tension 



虫垂の神経支配 

壁側腹膜 

臓側腹膜 



内臓神経 



虫垂周囲壁側腹膜の神経支配 



胆石胆管炎 





重症急性膵炎手術 


